






Ⅲ 統 合 編

設 置 後 の状 況

バリ島事業部には，バリ島事業部長猿丸元のほか，当社から2 人，強羅ホテルなどから6

人，計9 人が派遣された。本部はバリ島デンバッサルのバリホテル内に置き，南方開発

金庫から設備資金，台湾銀行から運転資金として，合わせて16万円の融資を受け，昭和18

年6 月1 日から営業を開始した。営業種目は，ホテル業および乗合自動車業・トラック業

であった。

ホテルは，デンバッサルのバリホテルとキンタマニーの阿厳山荘の二つで，いずれも海

軍がオランダ国立汽船会社から接収したものを引継いだ。バリホテルは，鉄筋コンクリー

ト平家建てで，客室55 を保有，当時としては豪華なホテルであった。宿泊客のほかに宴会

も多く，経営は黒字であった。阿厳山荘は，海抜1 ，545メートルの高所にあり，軍人・官

吏・旅行者など利用者が多く，引継ぎ後2 か月目には黒字になった。当初は客室が10室で

あったが，のちに別館を設け，合わせて30室となった。

一方，乗合自動車・トラックの営業所は，デンバッサルとシンガラジャに開設，海軍民

政部の協力により，現地の乗合自動車・トラックを買収して，バリ島の主要交通網の整備

を図った。保有車両は，乗合自動車（定員20人）70両，トラック25両であった。

乗合自動車は満員の盛況であったが，運賃が1 キロメートル当たり1 セントと非常に安

く，タイヤ不足から輸送コストも割高となり，しかも，民政部が占領政策上の理由から運

賃値上げを認めなかったため，走れば走るほど，その経営は赤字の状態となった。

トラック業も乗合自動車業 と同様，戦局の悪化に伴ってタイヤ不足が目立ち，稼働でき

ないトラックが多かった。タイヤは，終戦まぎわには自動車のボディーよりも高くなり，

円に換算すると1 本1 万円まで値上がりしたため，このトラック業 も赤字に終始した。な

バリ島事業部のホテル所在地・主要交通網
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バス路線
ホテル所在地

ジャカルタ
ジャワ島

ス ラバ ヤ

ジョクジャカルタ

バリ 鳥

ブン ギ ヌ マ ン

プ ル カ ン

シ ン ガ ラ ジ ャ

ブラ タン山2098

ギャンヤル

バ ト ゥ ール 湖

キン タマ ニ ー

阿厳山荘

ア グ ン 山

3142

バリホテ ル

ブ アル

デ ン バ ッ サ ル

プ ニ ダ島



第2 章 戦時下の諸施策

お，タイヤ・部品・燃料を確保するための手段として，終戦直前に，ジャワのスラバヤに

出張所を置いた。

その後，終戦とともに，自動車業はインドネシア共和国に，またホテル業は連合軍に接

収され，結局，当社の派遣員は，昭和21年4 月15日までに全員引揚げを完了した。

バリ島事業部の概要

① 設 置 昭和18年3 月20日

② 事業目的 ホテル業と自動車業の経営

③ 本 部 ノリ 島デンバッサル，バリホテル内

④ 代 表 者 猿丸 元

⑤ 従 業 員345 人（日本人10人，現地人335人），うち派遣員9 人

⑥ 組 織（設置当初）

バリ島事業部長

総 務 支 配 人

自 動 車 支 配 人

バ リ ホテ ル支配人

阿 厳 山 荘 支 配 人

323



Ⅲ 統 合 編

4 空襲による被害と復旧

1） 被 害 の 内 容

概 況

昭和19 年7 月，わが国はサイパン島を失い，本土が，米空軍機B29 の行動半径にはい

ることとなった。 そのため，たえず空襲の脅威にさらされるようになり，昭和19年11月に

は，東京が初の大空襲を受けるに至った。そして翌20年3 月，連日にわた る空 襲 に よっ

て，東京都の江東地区は焼失家屋23万戸，死者12万人の損害を受け，ほとんど壊滅状態に

なった。さらに5 月24日から25日にかけての空襲により，東京都区内の大半が焼失した。

このため，当社の施設も本社，東横百貨店，停車場29 か所，変電所3 か所，東横線ほか各

線の通信設備，自動車営業所5 か所，永福町資材倉庫および車庫，電車51両，乗合自動車45

両などを焼失した。

昭和20年5 月29日には，米軍機による京浜地方最後の爆撃にあい，横浜市の大部分が壊

滅した。その結果，横浜市内にあった当社の停車場・停留場15 か所，電車14両，その他の

施設が被災した。

川崎市も同年4 月4 日，大空襲を受け，被害は大師・田島地区を中心に中原・高津地区

にまで及んだ。これにより，東横線と国鉄南武線が不通となってしまった。さらに同月15

日，川崎市はふたたび大空襲に見舞 われ，市街は壊滅した。

これらの施設の復旧は何をおいても必要であったが，連日の猛爆のため不可能であった

ため，当社各路線の機能は半ば停止した状態のまま終戦を迎えることとなった。

車両の焼失62両

終戦の前後を通じて，当社の鉄

道車両の運行状態が最も良好であ

ったの は，昭和19年7 月で あ っ

た。この年は，日華事変以来上昇

を続けてきた日本の工業生産力が

最高潮に達した時期であった。と

ころが，わが国が同年7 月にサイ

パン島を失ったのちは，本土爆撃米軍の空 襲を受 けて燃えさか る東横百貨店

324



第2 章 戦時下の諸施策

可 動 車 両 の 状 況

項 目
昭和19年7 月
（1 日平均）

昭和20年8 月
（1 日平均）

実 数 比 率 実 数 比 率

所 属 車 両

可 動 車 両

使 用 車 両

乗 客

510両4644451

，398，356人

100

91

87

461両320279920

，512人

100

70

60

が本格的に開始されたため，生産

は，これを峠として以後，下り坂

の一途をたどり始めた。

当社の鉄軌道各線においても，

戦局が不利になると同時に，修車

関係技術者・工員の徴用による人

的資源の不足，修理用部品・資材の入手難など，数々の悪条件のため，可動車両はしだい

に減少していった。そのうえ，昭和20年4 月，5 月，6 月の空襲によって，客車も焼失62

両，一部焼損または破損49両，車体の大破1 両と，計112 両が被災した。一部損傷車の大

部分は1 ～2 か月の間に修理を完了したが，可動車の数は急激に減少して，同年8 月には

表のように最悪の状態に陥り，そのまま終戦を迎えることとなった。

永福町車庫は全滅

空襲の被害で決定的打撃を受けたのは，井ノ頭線永福町車庫・工場であった。井ノ頭線

には31両の車両があったが，昭和20年5 月24日から25日にかけての東京大空襲で，24 両が

全焼，残りの7 両も半焼車・事故車という状態になってしまった。

昭和20年8 月における各線の戦災による全焼車両の状況は，次のとおりである。

京 王 線＝12両 池 上 線＝2 両 厚 木 線＝3 両

目蒲・大井町線＝4 両 京浜・湘南線＝17両

2） 本社事務所の移転・分散

本社建物の強制疎開

米軍による本土空襲が激しくな

るに及んで，政府は，都会におけ

る空襲の被害を最小限に食止める

ため，昭和19年3 月，閣議で一般

都市疎開要項を決定した。そのた

め，市街地では，一部建物の強制

疎開が行なわれた。渋谷区でも駅

周辺の建物が強制疎開の対象とな

り，当社の本社事務所（渋谷区大 雪ヶ谷車庫に放置された戦災車 両
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Ⅲ 統 合 編

和田町1 番地）も昭和19年2 月にとりこわされ，以後，本社事務所は各所に移転・分散す

ることとなった。

本社の中枢である重役室・秘書課・防衛事務局ならびに総務局のうち，田園都市課と兼

業課を除いた各部門は南新宿の新宿営業局に同居した。また，調査部は清和会館，総務局

田園都市課と経理局のうち，審査課を除いた大部分は東横百貨店4 階に移った。

このほか，渋谷営業局電車部，同自動車部，新宿営業局，京王営業局，横浜営業局，事

業局百貨店の各事務所が分散した。

本社事務所を東横百貨店内に移転

昭和20年5 月24日，25日の大空襲によって，本社，東横百貨店，清和会館，旧渋谷国民

学校の本社分室が全焼した。そこで当社は， とりあえず，代官山の元東京市議会議員朝倉

虎治郎邸（渋谷区猿楽町39番地）を賃借して本社仮事務所とした。また，津田山の健民修

練所，工業都市の法政大学予科，桜新町の三井農園などにも一部仮事務所を置いた。

ようやく同年6 月4 日から，被災した東横百貨店の内部を整理して，3 階から5 階まで

を本社事務所として使用するようになった。

終戦とともに，映画演劇などの娯楽がいちはやく復興しだしたので，昭和21年1 月から

は，東横百貨店の3 ，4階を 劇場に改装して 映画・演劇の興業を開始することとなった。

そのため，本社事務所は5 ，6，7階を使用，以後，昭和25年10月に現在の本社建物が完成

するまで，東横百貨店内に置かれていた。

戦 災によ る財産 損害 額

3，478，200674

，2002

，026，000621

，500156

，500366

，000115

，000251

，0003

，884，0001

，446，0002

，438，0001

，558，5001

，020，000538

，5009

，286，700

11 ，913 ，5001

，630 ，5007

，857 ，0001

夕876
，000550

，0001

，300 ，000460

，000840

，0007

，221 ，0004

，021 ，0003

，200 ，0001

，963 ，0001

，128 ，000835

，00022

，397 ，500
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（昭和20年7 月25 日現在）（単位：円）

8 ，435 ，300956

，3005

，831 ，0001

，254 ，500393

，500934

，000345

，000589

，0003

，337 ，0002

，575 ，000762

，000404

，500108

，000296

．500

13，110，800

158両全焼，11 両半焼，2
両一部焼失

百貨店本館ほか

久米邸ほか

川崎倉庫ほか

（『局部長会議議事録』 より）

物 件 帳 簿 価 格 受取り保険金 差 額 備 考

鉄 軌 道 業

建 物

車 両

工 作 物

変 電 所

自 動 車 業

建 物

車 両

百 貨 店 業

建 物

商 品

本 社 関 係

建 物

貯 蔵 物 品

合 計



3） 車両 の相互融通

各線から井ノ頭線に転属

第2 章 戦時下の諸施策

渋谷管理部井ノ頭線が戦災によって一時に24両の車両を失ったため，各管理部では車両

を相互融通して急場をしのぐこととなった。

まず，新宿管理部小田原線からの10両と，東横線・玉川線・湘南線用として増備認可と

なった12両の新造車を井ノ頭線に配属することとし，昭和21年末までに6 両を搬入した。

その間，国鉄から4 両を借入れ，輸送難の緩和に当たった。また，戦災車両も8 両復旧し

た。昭和22年になると，残りの新造車6 両が完成，また10両の戦災車両も復旧，以後，逐

次車両数が増加，井ノ頭線の配属車両は30両，可動車両は26両までになった。その結果，

小田原線から一時転用した車両を新宿支社に返還，逆に車両不足に悩む小田原線に2 両，

渋 谷 管 理 部

建 物

車 両

工 作 物

目 黒 管 理 部

建 物

車 両

工 作 物

品 川 管 理 部

建 物

車 両

工 作 物

変電所（機械共丿

横 浜 管 理 部

建 物

車 両

工 作 物

新 宿 管 理 部

建 物

工 作 物

変 電 所（機械）

京 王 管 理 部

建 物

車 両

工 作 物

変電所（機械共）

合 計

1，147 ，300186

，300846

，000115

，000445

，500127

，000240

，00078

，500735

，50078

，000450

，000114

，50093

，000345

，90048

，900140

，000157

，000271

，500175

，00091

，0005

，500532

，50059

，000350

，00065

，50058

，0003

，478 ，200

戦災による鉄軌道業の財産損害額

4 ，705 ，000457

，7003

，888 ，000359

，3001

，085 ，000310

，000540

，000235

，0002

，607 ，500198

，0001

，728 ，000331

，500350

，000909

，000149

，000270

，000490

，000634

，400337

，000269

，40028

，0001

，972 ，600178

，8001

，431 ，000190

，800172

，00011

，913 ，500

3 ，557 ，700271

，4003

，042 ，000244

，300639

，500183

，000300

，000156

，5001

，872 ，000120

，0001

，278 ，000217

，000257

，000563

，100100

，100130

，000333

，000362

，900162

，000178

，40022

，5001

，440 ，100119

，8001

，081 ，000125

，300114

．000

8，435，300
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（昭和20年7 月25 日現在）（単位：円 ）

大倉山駅ほか

客車24両全焼，12両半焼

永福町駅構内ほか

西小山駅ほか

客車6 両全焼

不動前～武蔵小山間ほか

子安駅ほか

客車14両全焼，2 両半焼

立会川～鶴見間ほか

蒲田変電所ほか

横浜駅

客車3 両全焼

杉田～富岡間ほか

新宿駅ほか

新宿駅構内ほか

経堂変電所

新宿駅前ほか，客車12両，貨車1 両全焼

客車1 両，貨車2 両半焼

仙川～金子間ほか

笹塚変電所ほか

（『 局 部 長 会 議 議 事 録 』 よ り）

物 件 帳簿価格 受取り保険金 差 額 備 考



Ⅲ 統 合 編

東横線に4 両を転用した。

なお，終戦直前の昭和20 年6 月27 日に，当社は7 管理部間における車両の再配置を立

案，下表のとおり，車両に余裕のある路線から，戦災車両や老朽車両を多くかかえる路線

へ車両を転用することとした。しかし，この再配置案はかならずしも案どおりには実施さ

れなかった。

他社線へも車両を譲渡

その他の具体的な各線間の車両の相互融通は，渋谷支社東横線が輸送難を緩和するため

に，昭和22年1 月に相模支社厚木線から電動客車2 両，続いてガソリンカーを改造した制

御客車2 両を，また同年11月に井 ノ頭線から4 両転用している。

時代は前後するが，目蒲・大井町両線は，戦中・戦後を通じて相模鉄道（相模管理部）

へ7 両転用，横浜管理部湘南線は，狭軌用車両3 両を相模管理部に貸与（年末に東横線に

復帰），新宿管理部小田原線が， 国鉄南武線の車両不足に対する 協力要請に応じて6 両を

貸与，その代車として，国鉄津田沼，三鷹，蒲田の3 電車区から2 両ずつ計6 両を借入れ

た。こうして，当社は戦災による車両不足に対処していったのである。

さらに当社は，運輸省から，車両不足に悩む他社への車両譲渡を要請されたので，池上

線から京福電鉄へ3 両，庄内交通へ1 両，厚木線から日立電鉄へ4 両，上田丸子電鉄へ2

両，静岡鉄道へ5 両，玉川線から箱根登山鉄道へ3 両を譲渡した。

客 車 再 配 置 案 一 覧 表 （昭和20年6 月27 日現在）

京 王 線

小田原・江 ノ島線

東 横 線

玉 川 線

井 ノ 頭 線

目 蒲 線

池 上 線

大 井 町 線

品 川 線（含支線）

湘 南 線（含支線）

厚 木 線

衣 笠 線

58

87

54

57

7

38

22

15

63

48

36

63

80

52

49

19

56

15

58

48

42

3

＋5

－7

－2

－8

＋12

－4

－5

＋6

十3

玉 川線 よ り5 両

井 ノ頭 線 ヘ7 両

井 ノ頭 線 へ2 両

京 王 線 へ5 両 ， 衣 笠

線 へ3 両

小 田 原 線 よ り7 両 ，

東 横 線 よ り2 両 ， 品
川線 よ り3 両

厚 木 線 へ4 両

井 ノ頭 線 へ3 両 ， 厚

木 線 へ2 両

目 蒲 ・池 上 線 よ り4
両 ， 品 川 線 よ り2 両

玉 川 線 よ り3 両

12

24

2

4

14

3

3

26

51

30

30

7

18

12

12

22

26

7

％
－10

十35

－10

－10

－25

－25

－25

－35

－10

＋30

63

76

51

46

24

52
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（『局 部長 会 議 議 事 録 』 よ り）
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